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3.職業紹介(無料就労あっせん事業)

1.あっせん方法

センターの無料就労あっせんは,職業の不安定な者が多数居住しているこ

のあいりん地区の,労働者の職業の安定をはかるという立堤から,センター

の基本的な業務として,職業安定法第33条による労働大臣の許可をえて･行

われている｡

あっせん方法は,公共職業安定所での登録,輪番制の紹介方法によらない

T,求職労働者と求人者(事業所)の双方が･センターに届け出た求人条件

をもとに,寄場で直接話しあって雇用の成立をはかるという,相対方式(柄

互選択方式)をとっている｡

あっせん場所は,従来,南海本線新今宮駅前の市道尼ケ崎一平野線の青空

路上で行っていたが,昭和45年に万国博が大阪で開催されるのを契機に･青

空労働市場の解消がはかられ,あいりん労働福祉センターの施設建設をみた

ので, 45年10月よりは当寄場で行われるようになったo

就労あっせんは,年末年始の4日間を除いて･日曜･祭日も休みなく,毎

朝6時より8時迄行っている｡

畜場に集散する労働者は, 3,000人から8･000人とみられ･好,不況や･季

節･天候により左右され,可成りの変動が見られる｡労働者を移送する求人

車両も,昭47年の好況時は100台をこえて･畜場に収容しきれなく･出入り

に交通整理が必要なほどであったo反面戦後最大の不況に見舞われた昭50

年度は,寄場につける求人の車もめっきり少くなって･ 20台も来ればよい方

で,皆目,車が寄りつかない時もあるといった状況になっている｡

2.就　　労　　数

昭45一昭50年のこの6年間の就労あっせんの状況は別表のとおりである｡

この間に,好況･不況という2つの側面が顕著な形であらわれているo

求人の最高は,昭47年度の75-018件786･993名で･これ迄の最高記録であ

った万博景気の昭44年度を上回る,センター開設以来の記録となったoこの
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年は,高度経済成長の波にのって,日本列島改造論が華やかに宣伝されてい

た時期である｡

昭和47年が､明｡の年であれば, 50年は"暗..の年にあたる｡昭50年度の

求人状況は, 25,263件, 303,248名で,-センター開設以来の最低記録となっ

ている｡昭48年後半におとずれた石油危機,狂乱物価は,日本の産業界を大

きくゆり動かし,不況の影はこの地区にも年々その影を濃くしていった｡昭

50年度は,そのどん底とも云えよう｡

センターよりの就労数を産業別にみると,かっては就労数の4割をも占め

ていた(昭39年度には291,143名が就労)港湾運送業(船内･沿岸)が,その姿

を梢していることである｡これは,あいりん労磁公共職業安定所が,昭45

年に設置されて以来,港湾労働法による登録労働者,未登録労働者の紹介が,

全面的に職安に移行されたためである｡しかし,傾向としては,昭41年に港

湾労働法が施行されて以降,港湾荷役の近代化･機械化が進行してゆく中T,

急速に日雇依存が弱まり,港湾労働に従事する地区労働者は激減していって

いる｡昭50年度末現在で,大阪港の登録日雇港湾労働者は375名(船内165,浴

岸210)を数えるにすぎなくなっているが,現在も細々ながら.あいりん労鋤福

祉センター横より,港湾労働者のバス移送が大阪港に向けて行われている｡

昭和47年度の産業別就労数は,建設業に473,515名(60.2%) ,製造業に

225,298名(28.6%)運輸業88,180名(ll.2%)となっており,昭50年度に

は建設業140,258名(46.3%) ,製造業100,487名(33.1%) ,運輸業62,503

名(20.6%)となっている｡

かっては,建設労働と,港湾労働とが,地区労働者の就労先の双璧であっ

たが,堺･泉北臨海工業地帯の完成に伴って,製造業の占める位置も高くな

り,昭45年度は40.2%239,680名もの労働者が,下請,臨時工として製造業

関係に就労するまでになった｡不況による求人の落ち込みも,建設業につい

で大きい｡

3.残　留　者　数

表にある残留者推定数とは,センター寄場に求人者がいなくなる午前8時

現在(仕事の少い最近では7時頃) ｢寄り場｣に残っている労働者の概数の
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ことである｡これは直ちに未就労数(アプレ数)を意味するものではない｡

昭45年にあいりん労働公共職業安定所が,同一施設内に設置されてからは,

センターの就労あっせん後, 8時に3階畜場の職安の窓口で失業の認定を行

っている｡その数はこの残留者の比ではなく,昭和50年度には平均2千人を

こえている｡

4.賃　　　　金

賃金の動きについては,各年度の5月度を抽出して,産業別･職種別の平

均賃金の状況を表にしておいた｡

求人数が最高記録となって,センターの寄り場が車と人とであふれた47年

から48年にかけての平均賃金の上昇ぶりは,製造業で,就労数のもっとも多

い工員手元,会社雑役が858円,玉掛で1,134円,建設業ではその9割強が就

労する土木･雑役が766円のアップ,運輸業ではその6割が就労する積卸･

入出庫で, 753円の上昇となっている｡この急激な上昇は,`高度経済成長期

の,売り手市場の状況が賃金に反映されていると去ってよい｡

その後,石油ショック後のインフレ傾向が賃金上昇に拍車をかけたもの

の, 50年度になると,不況の深化によって,労勘力の需給関係は運転し,質

金は横ばい,職種によっては低下しているようなものまでが現われている｡

ドヤ代,食事代が上っていくなかで労勘考の生活が一段とさびしくなって

いる状況がここにある｡

5　期間雇用(飯場) ,会社常用紹介

一　以上のべてきたのは,現金仕事,その日その日の就労あっせんの状況であ

るが,このほかに,契約日数を定めて就労する期間雇用(主に住込飯場)ど,

期間の定めのない常用紹介なども,早朝の日雇就労あっせん後,センターの

3階の窓口で9時から取扱っている｡

日頃は,飯場は拘束されて嫌だ,と去って現金仕事を主にやっている人た

ちも,冬場や不況で現金仕事が減ると,飯場に就労をしてゆく｡

昭和50年度に,期間雇用や常用の仕事を求めてセンターの窓口を訪れたの

は, 26,935名,一方,求人申込が2,566件6,874名あった｡その中,センター

が直接紹介票をきって紹介したのは, 3,868件4,576名となっている0
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4.職業および労勧･生活相談

早朝時の就労あっせんが終ると, 9時からは3階の事務所が,よろず相談承

り所となる｡紹介課,労災課,福祉課の窓口には,それぞれの生活･労働の場

でぶっかるさまざまの問題をかかえた労働者が相談に訪れてくる｡

その窓口での各種相談の取扱状況は別表のとおりである｡項目について説明

する前に,全般的な傾向についてふれてみたい｡この6年間のセンター側の大

きな動きとしては, 45年10月のあいりん労働福祉センター-の事務所移転と,

49年9月の機構改革による窓口業務の専門化が進んだことがあげられる｡これ

に, 47年の好況, 49･50年の不況という外的要因が加わって,年度別の数字の

推移に大きな影響を与えていることが云えよう｡

(1)職　業　相　談

職業相談は,窓口に仕事(期間雇用や会社常用)を求めてくる労働者の求

職相談がその主な内容となっている｡昭和45年の12月迄は,センターへの求

職登録の数も含んでいたが,これは45年末に発生した暴動によって中止,顔

後,あいりん労働公共職業安定所での求職登録が順調に進んだこともあっ

て,センターへの登録はその後正式に打切っている｡

45年10月の相談数のピークは,センタービルオープン時のものである｡ 46

年から48年にかけては,職業相談数は減少を見せているが,これは高度経済

成長期の就労状況の好調を反映したものである｡ 49年度になると,不況で現

金仕事はめっきり減り,窓口に仕事を求めてくる労働者はふえ,機構改革に

よる紹介業務の前進ともあいまって. 50年度には急激な増加を見せている｡

(2)労働相談(条件違反･賃金未払)

労働条件違反に関する相談は,雇用契約時の労働条件と,就労時の実際と

が違った場合のものである｡現金仕事では,作業内容の相違に関するものが

多く･期間雇用(飯場)関係では.労働賃金や契約日数の喰い違いなどが多

いようである｡年度別にみて, 46年のピークは,総合センター完成後,セン

`タ一書場から現金仕事に就労する際の契約内容に関するトラブルが多かった
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ことによるもので50年のピークは,期間雇用就労時の連絡員との契約によ

るトラブルが,その殆んどとなっているo

賃金未払に関する相談は･主に飯場就労の中でのことが多い｡表にあげて

いる数字は再来ケースも含んでいる0 49年･ 50年度は深刻な不況を反映し

て,賃金未払でその日の生活に行き詰った労働者が･機構改革で新設された

労働相談係の窓口に,ひさもきらず訪れた｡ 45年度には未払金額がはっきり

したものが548ケース,金額-て5,877･640円であったものが･ 50年度に

は, 1,355ケース, 32,451,069円となって･その増大ぶりは顕著である｡

賃金未払など労働相談関係事業所の所在地別分布状況を昭50年度でみる

ど,別表のとおりとなるo他府県が534事業所(65,00')にもおよび･大阪市

内の136 (16%) ,大阪府下158 (19%)よりも多くなって･昭45年当時(市

内28.3%,府下23･3%他府県48･4%)と逆転している｡あいりん地区の労働

者が,この地区からふたたび地方-出かせきに行っている状況がこの表から

も分る｡兵庫･愛知に,特に問題事業所が多いようである｡

(3)労嘲災害に関する相談(別掲)

(4)身上･家庭･生活相談

ぁいりん地区には2万人にも及ぶ日雇労働者が居住しているといわれてい

る｡その生活基盤は極めて不安定そのもので･仕事は毎日あるとは限らず･

住居も日払いのドヤ住いでは金がなければ寝るところもなく･食事は外食で

現金払い｡その日の生活にゆきづまることは日常茶飯時といってもよいo仕

事にあぶれた時も,労災事故にあった時も･働いた賃金がもらえない時に

も,そこには必ずその日の生活問題かつきまとう｡

この項には,たずね人の相談,センター気付での手紙の受け渡し,身上相

談なども含んでいる｡

窓口の混雑の激しさ,カウンターでの相談受理など･最近は心の通いあう

っ互がりも出来にくくなっているo年々増加していっている取扱数も･昭和

50年度には減少を見せている｡アプレ手当(日雇求職者給付金) ･傷病手当

(日雇健保)の給付改善が,その要因となっているが･日雇健保の取扱業務

-14-

の激増が,施設の狭陛さと相まって,この種の相談を押しやる傾向があるこ

とはいなめない｡

(注)次表｢職業及び生活相談｣の50年度欄の※印について-

｢身上･家庭生活相談｣ ｢救護｣ ｢泥酔その他｣について, 50年度から従

前の競計項目のとり方について相互に改訂移行したため, 49年度までの項目

(件数)と一致していない｡

取扱件数の合計は, 49年度12,020件, 50年度16,235件である｡

労働相談関係事業所所在地別分布状況(S･50･4-51･3 828蝶所)

近畿地方 劔劔剔蜊緕s内136(16%) 大阪府下158(19%) 他府県534(65%) 

大阪市内 ��Xﾞ9Wｸ屬�兌ｨﾌ��俾�椶�京都i奈良 劍a歌山 

136 ��S����釘�鼎B�66i42 �18 
i � � 

匝成 剄` ��Y�2�西淀li転淀li 剄ﾀ古住ノ和平或此刺都島i溝ll 劔��

i13 �15 �#�� 劔剴6�&�8�ｶﾇGC2�

i �� 

堺 囘ﾂ�茨木i松風大東 劔hy_ｶ冢X譏ｨ8ｩ｢�俘)oi���域ﾈ��U��ｹ,2�剌嶸C川底口1その他 

28 ����1li6i6 剴�F途�当�"ィﾓb�刪�5i38 

尼向神戸 48i31 冓姫嘲宝園西宮伊丹明高富嘲 劔免迄柯+ｸ,ﾈﾕ2���3v��

東海　地方

中　国　地方
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46 坊i?�蓬�ﾂ�′ ��一.- 白�,'��一〇.∠ープ ��3..9J>-e 舶�糜箸ﾄ��

¢プ 巳､ｦR� �*H*ﾘ�ﾄ､��｢� 薄ﾆX,"�}_JJ'el 冕J./j 定�C鼎釘�

43ljje⊃ �/97 �rﾒﾒ�末�6ﾘ�ｲ�一i●∴● ��ﾈ�ﾃｨ���千一.｢● ����ﾈ�ﾂ��

○○ie⊃〇一t Soij67eJ- 兩書､tj e'､fO ����ｶ��ﾈ�ﾒ��#�6ﾒ� 

産業別･職種別平均賃金状況

∴ ���艙o��ﾔ�X訷ﾋ2�嬉醸 し 仂ｨｧﾂ�誼卸.連盟 弍��悌�9^��-LTー㌻｢弄 ガラ出し スタンプ 灰出し ����薦 �:ｲ��+ｸ,ﾉ�ﾂ�

昭45.5 ��ﾃ田B�2.766 �"ﾃ�C��2,031 ��ﾃsS��2,049 ��ﾃsc��3,024 ��ﾃ鼎��2,236 �"ﾆﾆV��

昭46.5 ��ﾃ塔�� �(8c���2,456 �"ﾃ�3��2,186 �"ﾃ#�"�3,499 �"ﾃ#���正三 �"ﾃ3澱�

昭47.5 �"ﾃ#3R�2,800 �"ﾃ3S��2,555 �"ﾃ3S��2,366 �"ﾃS���3,680 �"ﾃSC��i3,375 ��

昭48.5 �2ﾃ��2�4,500 �2ﾃC�2�3,881 �"ﾃ����｢ 3,331 �2ﾃ����5,500 �ｨﾋ陷8耳ﾋ��畔蓼���

昭49.5 �2ﾃCS�� 釘ﾃ�c��4,000 釘ﾃSSr�3,965 俣2ﾃS���6,650 �2ﾃピ��4,186 ��

昭50.5 �2ﾃS#�� 釘ﾃc#�� 釘ﾃcc��4,390 �� 釘ﾃC���4,400 釘ﾃ3���

t　(単位･円)

.∴ ��大工 亦�ﾛhｪ��i 鳶 况��｢��&)n���転筋.欽胃. i 丿X霻���Y�ﾈ訷ﾋ2�その他 

昭45.5 ��ﾃ涛2�3,490 �2ﾃSS��3,043 �"ﾃ�S�� �"ﾃsッ�…2,114 I 

昭46.5 �"ﾃ#�r�3,614 �2ﾃsc"�i- 3,366 �2ﾃs���3,700 �2ﾃ#sR� 

昭47.5 �"ﾃc�b�14,800 釘ﾃ�#R�4,245 �2ﾃ����i �2ﾃ#���4,500 

昭48.5 �2ﾃ3s"�5,566 迭紊�r�5,364 釘ﾃCS��5,040 釘ﾃ�Cr�4,704 

昭49.5 �2ﾃscr�6,571 途ﾃ����5,960 ��6,000 迭ﾃ3sb�4,760 

昭50.5 釘ﾃ�sR� 途ﾃ���� 澱ﾃS���5,011 澱づc�"�6,420 

年月 ��ｲ��ｒ� ��8�b顋X薰�入出庫 仍��b� 倅yo��その他 i 

昭45.5 �2ﾃ�32�2,275 �"ﾃ��r�2,177 俣"ﾃ�#��2,255 �"ﾃ����2,500 

昭46.5 �2ﾃC#R�2,300 �"ﾃ�SB�2,258 �"ﾃ����2,332 �"ﾃ�C"�i i 

昭47.5 抱蓼���2�3,259 俣"ﾃs�"�2,645 �� �"ﾃ3S"� 

昭48.5 俣BﾃSs��3,976 �2ﾃ��R�3,398 �2ﾃ����3,200 �2ﾃSS��3,248 

昭49.5 迭ﾃsc��4,742 �2ﾃ����4.265 �� �2ﾃcS2�3,586 

昭50_.5 迭ﾃ#S��V樋�3Bﾃ�����4,772 亦�辻ﾆ����2ﾃS��� 


